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　弾性線維は血管や肺など弾性を必要とする組織に多く含まれる。血管系では特に弾性動脈に多く含

まれ、拡張期の血圧を維持するなど高度な循環機能の形成に関与している。その為、先天性（マル

ファン症候群など）や後天性（動脈硬化症など）の弾性線維の変化は高血圧など循環動態の異常を来

し、逆に異常な循環動態は弾性線維のリモデリングを引き起こす。このように弾性線維は周囲の環境

と密に関係し、最適な線維構造を保っている。

　従来、弾性線維以外の組織を化学的に消化し、その３次元構造を観察することが行われてきた。こ

れはエラスチンの架橋構造によって生み出される化学的安定性を利用している。しかしこの消化法

では、組織にダメージが大きく、弾性線維密度の高い限定的な組織（大動脈のみ）でしか観察できな

かった。また他の組織学的手段、例えば透過型電子顕微鏡などを用いても弾性線維構造体である弾性

板は固く密な構造であるため十分な観察はできなかった。

　本研究では、組織消化をする前に血管鋳型樹脂を毛細血管まで注入し支柱をすることで、微細な弾

性線維構造まで抽出することに世界で初めて成功した。それによると血管壁弾性線維は血流方向に

長軸を持つ網目構造であり、その線維構造の密度は血圧と血管径に関係することが初めて可視化され

た。これらの結果は、方法としても基礎データとしても弾性線維研究の礎となるものであり、病的な

状態での弾性線維構造の変化や、逆に弾性線維構造の変化による循環動態の変化など、弾性線維の構

造が関係するすべての研究で応用が期待される。
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